




































                                                   
1 国立国会図書館サーチ（http://iss.ndl.go.jp/）で「マインドフルネス」をキーワードに検索すると、書籍のヒッ
ト数で 2014 年までが 10 件以下だったのが、2015 年は 22 件、2016 年は 40 件と倍増しており、記事・論文では
2010 年に 20 件を超え、2015 年は 64 件、2016 年は 56 件となっている。 
2 ケネス・タナカ『アメリカ仏教 : 仏教も変わる、アメリカも変わる』、武蔵野大学出版会、2010 年、pp.156〜
166。 
3 「仏教にヒントでも別物 正しい方向づけが必要 藤田一照さんに聞く 曹洞宗国際センター所長」、「どう受容
するのか仏教界 マインドフルネス流行の兆し（5/5 ページ）」、2015 年 10 月 28 日付 中外日報（深層ワイド）、
http://www.chugainippoh.co.jp/rensai/ 
shinsou/20151028-005.html、2016.1.10 取得。 
4 山崎道夫「佐藤直方の静坐説」、斯文 25、1959 年。また中嶋隆蔵『静坐:実践・思想・歴史』、研文出版、2012
年。 
5 拙論「身体の自然性と倫理—儒教の瞑想法から」、山田利明・河本英夫・稲垣諭編著『エコロジーをデザインす









 『朱子静坐説』はまず柳川剛義が編纂し、朱子の言葉九十七条を集めて 1714（正徳 4）年に出版さ






























































































































































































































                                                   
16 同書 p.263。 
17 同書 p.324。 
